
水
産
物
消
費
市
場
の
流
通
形
態
の
変
化
と
産
地
市
場

l
l山
陰
地
方
の
場
合
i
i
|

田

中

性主主

三2.

治

水産物消費市場の流通形態の変化と産地市場

付

は
し
が
き

水
産
物
の
流
通
論
、
特
に
そ
の
歴
史
地
理
学
的
検
討
に
つ
い
て
は
分
析
視
点
と
し
て
、
果
物
、
野
菜
、
牛
乳
、
肉
類
等
の
生
鮮
食
料
品

の
場
合
と
は
異
っ
た
前
提
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
水
産
物
に
関
し
て
は
生
産
の
場
所
(
漁
場
)
と
水
揚
の
場
所
(
正
確
に
言
う
と
荷
捌
所
)

と
商
品
化
さ
れ
る
場
所
(
産
地
市
場
)
と
輸
送
形
態
、
消
費
地
市
場
の
荷
受
け
の
形
態
、
小
売
の
技
術
的
方
法
(
特
に
冷
凍
、
鮮
度
保
持

の
方
法
)

が
著
し
く
変
化
に
富
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
農
林
畜
産
物
の
場
合
は
産
地
と
産
地
市
場
は
地
域
的
に
殆
ん
ど
結
合
し
て
い

る
。
従
っ
て
市
場
規
模
の
大
小
は
あ
っ
て
も
基
本
的
な
流
通
形
態
は
地
域
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
水
産
物
は
そ
う

言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
例
え
ば
三
崎
の
場
合
、
遠
洋
物
の
マ
グ
ロ
は
印
度
洋
、
太
平
洋
、
譲
州
等
の
漁
場
で
漁
獲
さ
れ
三
崎
で
水
揚

げ
さ
れ
、

マ
グ
ロ
専
門
の
仲
買
人
に
よ
っ
て
、
中
央
市
場
、
中
央
市
場
指
定
区
域
内
の
類
似
市
場
、
及
び
地
方
市
場
、
大
口
消
費
業
者
に

輸
送
さ
れ
る
o

所
が
同
じ
三
崎
魚
市
場
で
も
沿
岸
物
は
こ
れ
と
異
な
る
。
三
浦
半
島
沿
岸
漁
村
の
漁
民
に
よ
っ
て
近
辺
漁
場
で
小
量
に
漁

81 

獲
さ
れ
た
水
産
物
は
も
よ
り
の
「
荷
捌
所
」
で
水
揚
げ
さ
れ
、
こ
こ
で
他
の
漁
村
か
ら
の
漁
獲
物
と
共
に
荷
揃
え
さ
れ
、
改
め
て
三
崎
市
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場
に
輸
送
さ
れ
、
そ
こ
で
鮪
と
は
異
っ
た
沿
岸
物
仲
買
人
に
よ
っ
て
せ
り
お
と
さ
れ
、
小
口
出
荷
の
形
で
近
隣
の
消
費
地
に
輸
送
さ
れ
、

当
然
地
方
市
場
で
消
化
さ
れ
る
場
合
が
主
で
あ
る
o

更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
最
近
四
、

五
年
間
の
三
崎
の
水
産
統
計
を
み
る
と
「
鯖
」
の
漁
獲
が
多
い
が
、
そ
の
数
字
の
割
合
に
市
場
で

見
か
け
る
「
鯖
」
の
量
は
す
く
な
い
。
何
故
か
、
こ
れ
は
現
実
に
は
千
葉
県
の
勝
浦
、
伊
豆
の
下
回
、
青
森
の
八
戸
等
に
水
揚
げ
さ
れ
る

量
が
六

O
%
t七
O
%に
及
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
崎
の
水
産
統
計
は
「
属
人
統
計
」
で
あ
る
の
で
三
崎
の
漁
民
の
水
揚
高

が
現
実
の
水
揚
地
と
は
別
に
三
崎
の
漁
船
(
漁
民
)
が
ど
れ
だ
け
漁
獲
し
た
か
が
三
崎
の
属
人
統
計
に
あ
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
実
に
流
通
し
て
い
る
の
は
水
揚
地
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
た
水
揚
高
が
実
体
で
あ
る
o

昭
和
四
十
三
年
ま
で
の
水
産
統
計
は
「
属

人
統
計
」
で
あ
っ
た
の
で
不
用
意
な
研
究
者
は
そ
の
事
実
を
し
ら
な
い
で
漁
港
に
お
け
る
漁
獲
高
と
流
通
高
を
同
一
視
し
て
議
論
を
す
す

め
て
来
て
い
る
も
の
が
多
い
o

従
っ
て
、
従
来
の
「
水
産
地
理
的
研
究
」
と
か
「
某
々
漁
港
の
研
究
」
と
か
称
す
る
も
の
に
は
か
な
り
誤

っ
た
事
実
を
記
し
た
も
の
が
多
い
。

「
水
産
物
流
通
統
計
」
は
主
要
漁
港
に
お
け
る
「
属
地
統
計
」
で
あ
る
か
ら
、
全
国
的
に
名
の
し
れ

わ
た
っ
た
い
く
つ
か
の
漁
港
の
現
実
に
「
産
地
市
場
」
を
通
過
し
た
流
通
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
京
都
の
場
合
で
は
数
多
く
の
産

地
市
場
は
あ
っ
て
も
流
通
統
計
年
報
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
「
舞
鶴
」

一
港
だ
け
で
あ
る
。
産
地
市
場
全
体
を
取
扱
っ
て
い
な
い
か
ら

京
都
全
体
の
流
通
は
こ
の
資
料
で
は
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。

以
上
は
水
産
物
流
通
を
取
扱
う
場
合
の
基
本
的
な
留
意
点
を
産
地
市
場
を
中
心
に
し
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
「
水
産
地
理
」
「
漁
業
地
理
」
的
研
究
は
殆
ん
ど
此
の
点
の
検
討
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
の
で
、
遺
憾
な
点
が
多
い
。
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最
近
に
お
り
る
水
産
物
流
通
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

生
鮮
食
料
品
の
流
通
の
基
本
的
形
態
は
生
産
者
↓
産
地
市
場
↓
中
央
卸
売
市
場
↓
買
出
人
↓
消
費
者
の
ル

l
ト
が
従
来
の
姿
で
あ
り
、

大
筋
に
お
い
て
此
の
形
は
最
も
太
い
パ
イ
プ
と
な
っ
て
い
る
o

し
か
し
、
今
日
の
よ
う
に
大
都
市
に
お
け
る
人
口
の
過
密
現
象
の
進
行
と

生
産
者
と
消
費
者
と
の
聞
の
価
格
の
差
の
増
大
(
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
大
き
な
事
)
は
流
通
機
構
の
複
雑
さ
に
基
因
し
て
い
る
故
で
あ
る
の

で
、
産
地
と
消
費
地
の
直
結
に
よ
る
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
排
除
に
よ
る
消
費
価
格
の
公
正
化
が
緊
急
の
社
会
問
題
化
し
て
い
る
の
で
、
昭
和

水産物消費市場の流通形態の変化と産地市場

三
十
八
年
以
降
、
急
激
に
流
通
機
構
の
整
備
化
が
進
行
し
て
来
た
。
そ
の
大
要
を
表
化
す
る
と
第
一
図
、
第
二
図
の
様
に
要
約
出
来
る
と

思
う
o

此
の
図
は
筆
者
が
現
象
面
と
し
て
表
れ
て
来
た
事
実
を
重
点
的
に
図
化
し
た
も
の
で
、
経
済
構
造
上
か
ら
の
流
通
を
論
理
的
に
整

理
し
て
示
し
て
は
い
な
い
。

第
一
図
、
第
二
図
か
ら
産
地
市
場
に
つ
い
て
最
近
の
傾
向
を
摘
記
し
て
み
る
と
漁
村
市
場
に
お
い
て
共
販
体
制
の
進
展
と
中
核
市
場
成

立
の
二
本
の
柱
を
基
と
し
て
流
通
形
態
が
次
第
に
系
統
化
さ
れ
、
中
漁
港
市
場
で
は
産
地
冷
蔵
、
加
工
団
地
の
成
立
の
基
礎
の
上
に
流
通

の
近
代
化
が
進
行
し
、
大
漁
港
市
場
で
は
機
能
の
多
角
化
と
綜
合
化
H

い
わ
ゆ
る
水
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
化
H
が
進
行
し
、
産
地
市
場
が

消
費
地
に
接
近
し
、
中
間
マ
ー
ジ
ン
を
排
除
し
、
生
産
地
価
格
の
向
上
安
定
、
消
費
価
格
の
抑
圧
安
定
を
指
向
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
が
現
在
の
市
場
法
の
も
と
で
は
ス
ム
ー
ス
に
進
展
し
難
い
の
で
、
市
場
法
の
改
正
が
要
望
さ
れ
昭
和
四
五
年
度
の

国
会
に
改
正
法
案
が
上
程
も
な
さ
れ
て
来
て
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
公
設
の
中
央
卸
売
市
場
の
成
立
が
比
較
的
容
易
に
な
さ
れ
よ
う
と
言

う
機
運
に
い
た
っ
て
い
る

(
恐
ら
く
し
新
中
央
卸
売
市
場
法
は
昭
和
四
十
六
年
度

t
四
十
七
年
度
中
に
は
成
立
す
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
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l消 費地 市場|

公設中央卸売市場

(指定地区供給及分荷転送)

公設卸売市場

類 似市場

地方市 場

(卸売、問屋}

小売形態の変化

A スーパーマーケットの発展

B 冷凍水産物の普及

C 半加工品普及

図
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水産物流通の新傾向

1. 遠距離大型生産地市場の成立

A.産地冷蔵

B.交通機関

c.コールド・チェーン

2. 産地市場と消費地との直結

A.公設中央卸売市場の全国的成

立(新法の趣旨)

3. 類似市場の公設中央卸売市場へ

の発展

4. 養蓄施設と活魚出荷の発展

5. 古典的卸売市場の変容

6. 大都市近郊の水産コンビナート

の成立



85 水産物消費市場の流通形態の変化と産地市場

|三日竺|
一地元販売

一行商(地方的流通圏)
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大 ト地方拠点都市出荷 号
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場
外
取
引

巨召
類似市場

I 1<T JL" I 底理代問
山

各
地
の
中
核
都
市
で
「
卸
売
団
地
」
の
造
成
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

第
一
図
の
中
間
流
通
の
現
問
題
点
は
従
来

の
流
通
機
構
の
矛
盾
を
打
破
し
よ
う
と
す
る

自
然
発
生
的
な
流
通
形
態
の
現
象
面
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
o

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
発

第 2図

展
と
、
集
配
セ
ン
タ
ー
の
活
躍
が
今
後
の
中

間
流
通
で
の
主
役
に
な
る
こ
と
は
火
を
み
る

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

消
費
地
の
中
央
卸
売
市
場
は
現
在
の
市
場

数
の
数
倍
乃
至
は
十
数
倍
に
設
立
さ
れ
る
こ

と
も
新
法
の
主
旨
か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ

る
。
既
に
新
法
の
公
布
待
ち
の
態
勢
で
全
国

ピ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
こ
う
し
た
現
代
の
流
通
機
構
の
矛
盾
点
を
い
ち
は
や
く
見
通
し
て
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
l
・
チ
エ
ン
の

形
態
で
産
地
よ
り
直
接
荷
引
し
て
一
般
小
売
庖
よ
り
は
る
か
に
低
価
格
で
生
鮮
食
料
品
の
販
売
に
の
り
出
し
て
来
て
い
る
。
例
え
ば
ダ
イ

エ
l
・
灘
生
協
、
西
友
等
の
大
都
市
に
お
け
る
活
躍
は
既
に
衆
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
地
方
都
市
、
例
え
ば
長
野
県
に
お
け
る
「
魚
力
」

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

が
県
下
各
都
市
に
販
売
網
を
設
置
し
て
い
る
事
は
既
に
、
全
国
的
に
新
ら
し
い
生
鮮
食
料
品
の
流
通
が
非
常
に
早
い
速
度
で
進
展
し
て
い



大
都
市
近
郊
の
異
常
な
人
口
の
増
加
が
従
来
の
「
中
央
却
売
市
場
」
依
存
の
ま
ま
で
は
生
鮮
食
料
品
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、

中
央
卸
売
市
場
と
類
似
の
卸
売
行
為
を
行
な
う
機
関
が
近
郊
都
市
の
中
で
、
こ
れ
ま
た
自
然
発
生
的
に
成
立
し
た
。
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
北
九
州
で
は
特
に
こ
の
現
象
が
著
る
し
い
。

東
京
の
例
で
言
う
と
既
に
昭
和
三
十
八
年
に
築
地
魚
市
場
で
は
入
荷
、
分
荷
機
能
が
限
界
に
達
し
、
台
帳
面
上
の
入
荷
量
の
三

O
%が

市
場
で
せ
り
に
か
け
ら
れ
る
前
に
現
物
が
姿
を
消
し
て
い
る
o

つ
ま
り
「
投
げ
師
」
「
納
め
屋
」
と
称
す
る
「
先
取
り
」
の
商
人
に
よ
っ

て
近
郊
の
消
費
地
に
転
送
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
都
内
の
類
似
市
場
で
も
あ
る
場
合
も
あ
る
し
、
地
方
の
「
地
方
市
場
」
の

水産物消費市場の流通形態の変化と産地市場

場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
表
向
き
に
は
「
市
場
法
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
中
央
卸
売
市
場
」
を
経
由
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
違
法
で

は
な
い
に
し
て
も
正
常
な
形
態
で
は
な
い
。
更
に
昭
和
三
十
年
後
半
よ
り
、
中
央
卸
売
市
場
を
経
由
し
な
い
で
民
営
の
荷
受
機
関
に
法
を

侵
し
て
産
地
か
ら
直
送
さ
れ
る
場
合
が
大
量
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
取
締
機
関
で
あ
る
農
林
省
経
済
局
は
昭
和
四
十
二
年
七
月
に

「
大
都
市
周
辺
部
に
お
け
る
人
口
の
増
大
、
都
市
化
の
進
展
、
生
鮮
食
料
品
の
需
要
の
大
型
化
に
伴
う
、
中
央
卸
売
市
場
の
流
通
圏
の
急

速
な
拡
大
に
か
ん
が
み
て
、
経
済
的
に
見
て
不
可
避
な
面
も
み
と
め
ら
れ
る
の
で
、
適
正
な
価
格
と
公
平
な
売
買
取
引
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
の
な
い
も
の
に
限
り
、

一
定
の
ル

l
ル
を
定
め
て
こ
れ
が
遵
守
を
期
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
」
と
言
う
通
達
を
出
す
に
い
た
っ
た
。
東

京
近
郊
に
成
立
し
て
い
る
所
の
類
似
市
場
は
相
当
数
に
達
し
て
い
て
そ
の
実
数
は
把
握
し
難
い
が
、
昭
和
四
十
三
年
度
市
場
綜
覧
(
水
産

庁
調
査
)

に
よ
る
と
二
十
二
市
場
以
上
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
若
干
な
も
の
に
対
し
て
筆
者
が
昭
和
四
十
五
年
三
月
照
会
し
た
ア
ン

ケ

l
ト
結
果
を
表
化
す
る
と
第
一
表
の
如
く
に
な
る
。
本
来
築
地
市
場
の
指
定
区
域
内
に
あ
っ
て
産
地
市
場
と
直
接
取
引
が
違
法
で
あ
る
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ベ
き
卸
売
業
務
が
か
な
り
大
幅
に
実
施
さ
れ
て
い
る
事
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
花
小
金
井
の
、
類
似
民
営
市
場
で
は
産
地
引
六
八
・
五
万



器 第1表大都市近郊水産物卸売市場の集荷については例)

市場名|時襲撃同一伊|ω(人 備
考

t I 4， 193 I 0 I 4，922 I 0 I 9， 115 I昭36年開設
葉 (公設)1一|目 .......ー |一一 ------1--… ーー|ー ー』ーー|一 ....…|産地市場は千葉県(況%).神奈川県(17%).静岡

96 1 46 1 0 1 54 1 0 1 10o 1県(6%).宮城県(3%)の順

花み高*I---~-I------l-;~;:----I------l~~::---I-------:~~:-:----1 ぷ 2;:lt|繁華李鵬zh澗同議
;主g
ii 
!合
!都
|下

I t I 8， 109 I 2， 344 I 17， 041 I 936 I 28， 43ゆ |府中市(昭41)

大東官官;~-I 引 μI-------~:-;::----I-----~~~~::----.I.-------~:-;~;-----I----~-~:-;~~-----I:抑制12ば市場土上 !i
ヘ a~Q 1 Q: ~t::: Q 、る j 場

-γJ食以 9J5l?と I-------\~:-~--I-------;~~:-I-----~~-'-~:~----I 藍講義銭安tzzm 銚子 i
|%  I oo.l:l;; I !o.;;O I !:J.日4 1 o.l:li 1 ムUU I (2%)三崎(3% は

I---~--.I-------ï~:::----I-----------------:----.I----___;~~-;:----.1----------------:----1--------2-:-;::-----1縛争開犠之江崎

武蔵野綜食 (秋広)I t 
(類民 μ

4，450 2，065 2，958 880 10，353 調布市(昭37)

中央市場の比率大

100 I産地市場は静岡と三陸，常磐

千

42.982 19.945 28.571 8.50 

武蔵野綜食 I-_-~-_-.I.---.------~~-~----I-..-------------~----.I---__________~~____.I-----------------~----I------------~=~ 戸|昭39年開設
(類民)

% 86.96 O 13.04 O 100 I主要産地市場は上記と同様

八 王
(類民)

子
477 

% 19.29 



船 橋
t 19，060 。 28，350 1，466 48，880 昭の船17橋年駅闇北市として自然成立.昭24年地元問屋中心

(類民)
明.-------胆.----ーー・圃4凶・・ー ・・----・...・・---_..開司...ー・ー・ M聞F・ーーーー圃・・・...------_.-・---_.-・冒可..園、ー.ー...・-----司・ーーーーー..・・.. 口，南，勝口市場として成立

% 39 。 58 3 100 産地三市崎場，焼は銚津子， 浦物鈎'%
沼津物30，%

木 更 津
t 750 O 750 O 1，500 地元生産を築地出荷し，築地より戻り荷に各種入

(類民)
d明4・ーー... 唱..・・...司圃...ー ---.・・E融関開咽明ー.ー-----・..司.ー・E・-ー岨...司------圃.匂・..帽陸開・ー---_........--.----・-------・.-----ー 荷している
?長 50 。 50 。 100 地元生産は外房からも集めている

t 1，500 O 3，500 。 5，000 昭41年開設
埼玉綜合(上尾) 一・』司・・・ーー・恒国.-_...圃圃園、，崎司 ..司.-----_.・・、_.--・-----司圃'開E・・・・..副----園町・・圃......園開・ーーー・岨・--_.-.----"・胃圃恒国・M・_.---・・、F

% 30 O 70 。 100 上尾市.浦和の市場も同傾向の集荷

~F除 者1¥ '~ι?; 
t 119 。 1，672 1， 194 2，986 問屋中心の卸，総合卸売市場開設直前，日水が進

(y問屋)
守--."円----明' --._------守“喝圃圃圃圃圃'明一 日本水産除)ーー...司聞'・守守岡----"-.-ー

% 4 。 56 40 100 出している

目日 僑 (AI日j屋)Iイ 。|山~I 100 宇都宮と同傾向，中央卸売市場設立直前
(大洋)

足 利 (A問屋)Iイ 100 
足利中央綜合食品市場が成立している(昭40年)

但し問屋勢力強し

山(時)Iイ 100 桐生及び宇都宮より転送をうける

伊勢崎 (A問 屋)同| 100 
北関東の集荷先産地市場は底曳物(関西)を除き静

岡以東の産地市場が主て、ある。

秩父(類魚、菜民)市場 1%1 100 
その他は近県問屋より(足利，官ij橋，熊谷より)

鮪類は築地より。

市
持
倍
現
制
け
~
円
山
}
刷
附
(
百
回
叫
爪
南
側
用
爆
Q
感
倍
榔
同
法
察
側
報

田中調査)(1970 
ol 
αコ
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%
で
築
地
引
の
二
了
七
%
を
大
幅
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
府
中
の
大
東
京
綜
合
食
品
セ
ン
タ
ー
、
八
王
子
市
場
な
ど
も
こ
れ
と
規
を
一

に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
最
近
の
生
鮮
食
料
品
の
流
通
、
特
に
水
産
物
の
流
通
に
つ
い
て
は
従
来
の
「
公
設
中
央
卸
売
市
場
」
を
経
由
す
る
正
規
の
流

通
の
み
で
は
需
要
を
み
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
、
違
法
で
は
あ
る
が
中
央
卸
売
指
定
区
域
内
に
お
い
て
も
民
営
の
卸
売
行
為
が
公
然
と
行

な
わ
れ
、
且
つ
そ
の
比
重
が
増
加
し
て
い
る
と
言
う
事
が
言
い
得
る
の
で
あ
る
o

こ
の
様
な
水
産
物
流
通
の
傾
向
を
無
視
し
て
は
産
地
市
場
の
分
布
や
性
格
を
論
じ
て
も
全
く
空
論
に
終
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
以
下
、
山

陰
地
方
の
若
干
の
産
地
市
場
の
分
布
と
性
格
を
上
記
の
傾
向
を
ふ
ま
え
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

亡今

山
陰
地
方
に
お
り
る
産
地
市
場
の
分
布
と
性
格
に
つ
い
て

漁
港
と
産
地
市
場
に
つ
い
て

現
実
に
水
産
物
の
生
産
活
動
が
行
な
わ
れ
る
場
所
は
海
面
又
は
内
陸
水
面
で
あ
る
o

漁
獲
対
象
も
、
酒
遊
魚
も
あ
れ
ば
比
較
的
棲
息
場

所
の
移
動
の
す
く
な
い
底
魚
、
貝
類
も
あ
り
、
文
海
藻
の
よ
う
に
生
産
の
場
所
の
固
定
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
o

従
っ
て
水
揚
さ
れ
る
場

所
も
魚
群
を
追
っ
て
移
動
す
る
漁
法
、
例
え
ば
鰯
、
鯵
、
鯖
、
秋
刀
魚
の
よ
う
な
洞
遊
魚
の
場
合
は
主
と
し
て
現
在
機
船
巾
着
網
漁
業

ゃ
、
棒
受
網
漁
業
で
漁
獲
さ
れ
る
o

此
の
様
な
場
合
は
例
え
ば
神
奈
川
県
の
漁
船
が
最
初
は
北
海
道
附
近
で
操
業
し
、
釧
路
に
水
揚
げ

し
、
二
週
間
後
に
は
三
陸
沖
で
操
業
し
、
塩
釜
、
石
巻
に
水
揚
げ
し
、

一
ヶ
月
後
に
は
銚
子
沖
で
操
業
し
、
那
珂
湊
、
銚
子
に
水
揚
げ
す

る
と
言
う
形
が
一
般
的
で
あ
る
。
山
陰
地
方
で
も
北
上
す
る
魚
群
の
場
合
は
最
初
は
山
口
県
の
仙
崎
、
次
い
で
島
根
県
の
浜
田
、
第
三
番

目
に
は
鳥
取
県
の
境
港
と
言
う
風
に
水
揚
港
が
変
化
す
る
.
底
魚
な
ど
は
棲
息
地
の
変
化
が
あ
ま
り
な
い
か
ら
底
曳
網
漁
業
で
は
漁
獲
物



は
漁
場
に
近
い
浜
田
や
、
香
住
な
ど
に
水
揚
げ
さ
れ
る
。
海
藻
類
や
「
ウ
ニ
」
「
サ
ザ
ヱ
」
「
ア
ワ
ビ
」
な
ど
は
沿
岸
根
付
の
産
物
だ
か
ら

地
元
の
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
、
加
工
さ
れ
る
の
が
一
般
的
な
形
で
あ
る
。

倍
、
水
産
物
の
場
合
、
生
産
、
水
揚
、
流
通
と
言
う
事
を
単
純
に
考
え
て
、
そ
の
機
能
を
果
す
の
は
「
漁
港
」
で
あ
る
と
断
定
し
て
し

ま
う
と
、
こ
れ
又
、
事
実
と
異
っ
た
誤
を
お
か
す
こ
と
と
な
る
o

漁
港
は
漁
港
法
に
指
定
さ
れ
た
港
で
、
水
産
業
を
行
な
う
港
で
あ
る

が
、
水
産
業
を
行
な
う
の
は
単
に
漁
港
の
み
で
は
な
く
、

一
般
港
湾
の
中
で
水
産
業
を
行
な
う
も
の
は
相
当
多
数
存
在
す
る
。
又
、
漁
港

の
中
で
も
、
水
産
物
の
水
揚
げ
を
し
な
い
も
の
も
あ
り
、

一
般
港
湾
の
中
で
も
水
揚
げ
を
す
る
も
の
も
あ
る
o

文
、
水
揚

P

け
し
て
も
、
そ

水産物消費市場の流通形態の変化と産地市場

れ
が
直
ち
に
産
地
市
場
に
な
ら
な
い
も
の
も
相
当
多
数
あ
る
o

水
揚
げ
し
て
、
比
較
的
大
き
な
港
に
再
送
し
、
そ
こ
で
荷
揃
え
し
て
、
市

場
機
能
を
有
す
る
場
所
、
す
な
わ
ち
「
産
地
市
場
」
に
送
荷
さ
れ
て
始
め
て
「
価
格
形
成
」
が
行
な
わ
れ
る
も
の
が
相
当
あ
る
。
特
に
離

島
、
僻
地
等
の
場
合
に
は
此
の
例
が
多
い
。
上
記
の
留
意
点
を
ふ
ま
い
て
以
下
山
陰
地
方
に
お
け
る
三
地
区
の
流
通
形
態
に
例
を
と
り
水

産
物
流
通
の
地
域
性
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

2 

離
島
隠
岐
に
お
け
る
水
産
物
の
流
通

隠
岐
に
お
け
る
水
産
物
生
産
に
関
係
あ
る
港
を
列
挙
し
、
港
毎
に
漁
船
の
船
溜
の
有
無
、
荷
捌
施
設
機
能
の
有
無
、
産
地
市
場
機
能
の

有
無
、
漁
港
の
法
的
指
定
種
別
(
第
一
種
と
か
第
二
種
と
か
の
)
所
属
町
村
を
表
化
す
る
と
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。

此
の
表
で
も
っ
と
も
注
目
を
要
す
る
と
こ
ろ
は
隠
岐
に
は
「
産
地
市
場
」
が
皆
無
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
浦
郷
、
西
郷
は
島
根

県
下
三
九
主
要
漁
港
の
漁
獲
量
順
位
の
中
で
浜
田

(七、

O
五
一

0
ト
ン
)
、
恵
曇
(
一
二
、
六
九
四
ト
ン
)
、
浦
郷
こ
二
、
六
三
四
ト

ン
)
、
西
郷
土
ハ
、

七
八
一
ト
ン
)
と
三
位
、

四
位
の
順
位
を
し
め
て
い
る
。

91 

県
下
に
は
三

O
港
が
産
地
市
場
と
し
て
成
立
し
て
い
る
が
浦
郷
、
西
郷
は
単
な
る
「
荷
捌
所
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
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第 2表 隠岐の水産物取扱港 (昭和45年 7月日現在)

No.1港名|種別|船溜施設|震捌施語|露地市富|漁港種別|所属町村

1 度 漁 港 O × × 第一種漁港 西の島町
2 珍 崎 O O × × λ' 11 

3 高 石 O O × × 11 海士町
4 

豊Z受空田
O O ③ × 11 11 

5 O O × × 11 11 

6 O O × × 11 グ

7 菱 滞 O O O × 11 11 

8 油 井 O O × × 11 都万村 R

9 那 久 O O × × 11 11 

10 都
木万 O O ⑧ × M 11 

11 官白 O O • x × 11 11 

12 久 見 O O × × 11 

布五 箇施 村村町13 布 施 O O O × 11 

14 大 久 O O × × 11 西郷
15 犬 来 O O × × 11 λア

16 箕
村浦 O O × × ，四F 11 

17 中 O O O × グ 11 

18 崎 O O O × 第二種漁港 海士町
19 津 戸 O O ③ × 11 都万村
20 t， 、 津 O O O × λP 西郷町
21 力日 茂 O O O × グ 11 

22 西
郷郷 O O 8 × 

第第第三二四種種種漁漁漁港港港
11 

23 浦 O O × 商の島村町
24 生日 夫 O O O × 知夫
25 知々井 一般港湾 O O × 海士町
26 待H

波府 O O 8 O 
× 11 

27 JJIj O O × 西の島町
28 美 田 O O O O × 11 

29 O × × 
都西 郷万 村村町30 大釜津尾 久 O O × × 

31 長田 O O × × 五箇
32 重 栖 O O O × λソ

33 代 O O × × 11 

34 
伊 村美後

O O × × 西郷町
35 O O × × λγ 

36 
西富保 々 敷見

O O × × 布施村
37 O O × × 11 

38 O O × × 海士町
39 提 O × × × 11 

40 大 山 O × × × 海西 の 島 町41 

官草之草草
O O × × 士町

42 O O × × λ， 

43 O O × × 11 

44 O O × × 西の島町
45 倉之谷 O O × × 11 

46 物 井 O O × × 11 

47 
波木佐根止 O O × × 11 

48 O × × × 知夫村
49 竹 名 O × × × 11 

50 来
海居 O O × × 11 

51 古 O O × × 11 

凡例 O印該当項目あるもの ×印該当項目のないもの ②印該当項目が計画さ
れ準備進行中のもの 。白港以外の港より水産物を集荷し，荷捌センターとなっ
ているもの



あ
る
。

一
見
極
め
て
奇
異
な
感
を
う
け
る
の
で
あ
る
が
こ
の
理
由
は
次
の
二
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
一
は
属
人
統
計
は
大
で
あ
る
が
属
地
統
計
は
少
量
な
の
で
具
体
的
水
揚
が
多
く
本
土
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
浦
郷
で
は
属
地
水
揚
は
二
、

五
一
六
ト
ン
で
、

一
一
八
ト
ン
は
本
土
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。
西
郷
で
は
属
地
水
揚
げ
が

一O
、

三
、
二
九
三
ト
ン
で
二
、

四
八
八
ト
ン
は
本
土
水
揚
げ
で
あ
る
。
こ
れ
は
量
的
に
や
や
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
す
べ
て
対
岸
の
境
港
、
賀
露

香
住
、
浜
田
等
の
本
土
の
主
要
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
、
島
内
の
港
に
は
少
量
の
も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
、
そ
れ
が
西
郷
、
浦
郷
に
集
荷
さ
れ

地
元
消
費
に
充
て
ら
れ
残
余
の
部
分
が
改
め
て
「
荷
揃
え
」
さ
れ
て
本
土
出
荷
さ
れ
、
そ
こ
で
始
め
て
「
価
格
形
成
」
が
行
な
わ
れ
る
か

水産物消費市場の流通形態の変化と産地市場

ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
隠
岐
で
は
「
価
格
形
成
」
機
能
を
有
す
る
港
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
多
少
と
も
企
業
的
な
経
営
体
漁
業
は
直
接
本
土
に

水
揚
げ
を
な
し
、
隠
岐
に
水
揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
は
沿
岸
根
付
の
産
物
の
み
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
隠
岐
に
境
港
よ
り
逆
移
入
さ
れ
る
鮮

魚
が
あ
と
を
た
た
な
い
。
そ
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
好
例
は
「
鯵
」
「
鯖
」
等
の
大
衆
魚
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
企
業
的
な
機
船
巾
着
網
で

稼
業
き
れ
、
水
揚
げ
は
境
港
で
あ
る
か
ら
、
島
内
水
揚
げ
は
す
く
な
く
こ
れ
等
の
魚
種
は
年
間
五

0
0ト
ン
隠
岐
に
移
入
し
て
島
内
需
要

に
あ
て
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
四

0
0ト
ン
は
西
郷
町
の
鮮
魚
商
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
四
割
は
庖
舗
販
売
、
六
割
は
島
内
各
地
に
行
商
脹
売

さ
れ
て
い
る
o

漁
場
と
し
て
は
豊
度
の
高
い
地
域
に
隠
岐
は
存
在
し
て
い
る
が
水
揚
地
と
し
て
は
商
品
化
の
面
で
本
土
に
比
し
著
し
く
不

利
な
の
で
、
産
地
市
場
と
し
て
成
立
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

3 

京
都
府
沿
海
に
お
け
る
水
産
物
の
流
通

93 

京
都
府
に
お
け
る
水
産
物
の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
、
先
づ
属
人
、
属
地
統
計
の
差
異
か
ら
問
題
点
を
摘
出
し
て
見
る
と
第
三
表
の
様

に
な
る
o

此
の
表
に
よ
っ
て
見
る
と
、
属
人
、
属
地
統
計
の
差
が
極
め
て
大
で
、
そ
の
差
が
七
、
七
四
一
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
差
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トン)

漁業種別 |属人統計凶|属地統計(B)I A-B 

1 j室 洋 底 曳 2，765 O 2，765 

2 j中 ノ口』 底 曳 135 152 -17 

3 中 ニヲコ干二] ま き 網 8，846 3.870 4，976 

4 型 底 曳 2，052 2，035 17 

5 その他のまきあみ 52 52 。
6 鮭 鱒 流 し 網 1 O 1 

7 L 、 カミ 釣 り 216 216 O 

8 その他の釣 り 314 314 O 

9 延 縄 278 278 。
10 大 型 定 置 3，612 3，612 。
11 地 曳 網 272 272 。
12 船 曳 網 232 332 。
13 敷 網 l 1 O 

14 型 定 置 614 614 O 

15 車IJ 網 498 498 O 

16 その他の漁業 468 468 。
17 採 貝 636 636 。
18 採 藻 613 316 O 

19 メ仁5hI 計 21，704 13，963 7，741 

昭和44年度京都府漁獲量(単位第 3表

を
示
し
た
の
は
遠
洋
底
曳
と
中
型
ま
き
あ
み
漁
業

に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

遠
洋
底
曳
網
漁
業
は
北
洋

の
「
す
け
そ
う
だ
ら
」
の
漁
獲
で
、
水
揚
地
は
北

京都府統調原票より作製(トン以下切捨て，合計額若干相違あり)

海
道
の
釧
路
、
函
館
で
あ
る
。
船
籍
地
は
全
部
舞

鶴
で
あ
る
。
中
型
ま
き
あ
み
漁
業
は
伊
根
、
本
庄

に
船
籍
地
を
有
す
る
機
船
巾
着
網
漁
業
で
、
水
揚

地
は
新
潟
漁
港
に
三

O
四
ト
ン
、
北
海
道
の
根

室
、
釧
路
に
六
、
三

0
0ト
ン
、
鳥
取
県
境
港
に

七
五
ト
ン
で
、
地
元
水
揚
は
三
、
八
七

0
ト
ン
で

あ
る
o

水
揚
地
は
舞
鶴
で
あ
る
。
つ
ま
り
京
都
府

沿
海
で
水
揚
げ
さ
れ
、
産
地
市
場
を
通
じ
て
流
通

さ
れ
る
も
の
は
二
ニ
、
九
六
三
ト
ン
と
言
う
わ
け

で
あ
る
o

右
の
二
漁
業
を
除
く
と
京
都
府
沿
海
の
漁
業
は

大
型
定
置
、
小
型
定
置
、
小
型
底
曳
を
主
体
と
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
京
都
府
に
お
け
る
属
人
の
水
揚
量
と
、
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水揚高1 
曾 集荷高

集荷方向句司会

174…数字はトン

現
実
に
産
地
市
場
で
取
り
扱
わ
れ
る
水
産
物
の
量
を
図
化
し

て
見
る
と
第
三
図
の
様
に
な
る
。

此
の
図
は
京
都
沿
海
の
水
産
統
計
表
を
基
と
し
て
昭
和

五

t
一
一
一
九
の
五
ヶ
年
間
の
属
人
、
属
地
の
平
均
値
を
も
っ
て

作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
均
値
を
使
用
し
た
の
は
現
象
の

京都府沿海の水産物流通図

恒
常
性
を
或
る
程
度
求
め
た
い
た
め
で
あ
る
。

図
か
ら
読
み
と
れ
る
最
大
の
特
色
は
属
人
統
計
に
よ
る
漁

獲
量
と
属
地
統
計
漁
獲
量
と
の
甚
だ
し
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で

あ
る
。
極
端
な
例
と
し
て
は
古
来
大
型
定
置
で
全
国
的
に
有

名
な
伊
根
で
は
属
人
統
計
で
は
二
八
四
六
ト
ン
で
あ
る
が
属

地
水
揚
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
様
な
現
象
は
下
宇
川
か
ら
東

第 3図

部
の
漁
港
で
は
共
通
な
全
く
同
じ
様
相
を
示
し
て
い
る
。
西

岸
の
間
人
よ
り
久
美
浜
に
い
た
る
諸
港
で
は
属
人
、
属
地
の

量
が
近
接
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
は
如
何
な
る
内
容
の

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
実
的
な
集
荷
は
す
べ
て
舞
鶴
、
宮
津
の
二
港
で
行
な
わ

れ
、
伊
根
、
本
庄
、
蒲
入
等
の
港
に
は
荷
捌
き
の
た
め
水
揚
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げ
さ
れ
る
事
は
あ
っ
て
も
、
運
搬
船
で
直
ち
に
集
荷
地
、
産
地
市
場
で
あ
る
舞
鶴
、
宮
津
に
搬
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
全
面
的

な
一
糸
乱
れ
な
い
集
荷
が
行
な
わ
れ
る
の
は
組
織
的
な
系
統
的
な
販
売
体
制
が
実
施
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
販
売
体
制
は
京
都
府
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
(
府
漁
連
と
以
下
称
す
)

の
共
同
販
売
体
制
(
共
販
体
制
と
以
下
称
す
)
が
完
全
実

施
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
商
業
資
本
に
よ
る
問
屋
が
存
在
せ
ず
生
産
漁
民
の
肢
売
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
故
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
如
何
に
し
て
こ
の
共
販
体
制
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
京
都
府
水
産
課
、
府
漁
連
の
史
料
に
よ
る
と
概
ね
次
の
様
な
歴

史
的
経
過
に
要
約
出
来
る
。

(a) 

旧
藩
時
代
に
存
在
し
た
問
屋
権
が
明
治
維
新
の
時
に
失
業
士
族
救
済
の
一
方
法
と
し
て
旧
士
族
に
授
与
さ
れ
、
旧
田
辺
藩
家
中
の

者
に
よ
る
魚
問
屋
が
成
立
し
た
。
廃
藩
置
県
後
も
旧
領
主
が
居
据
っ
て
政
治
的
強
権
の
被
護
の
も
と
に
問
屋
側
が
一
方
的
に
買
入

価
格
を
決
定
し
、
且
つ
集
荷
、
販
売
の
実
権
を
握
っ
て
生
産
漁
民
に
対
す
る
圧
迫
体
制
が
成
立
し
た
。

(b) 

右
の
措
置
に
対
し
明
治
二
年
に
伊
根
他
三
ケ
村
が
自
由
販
売
を
出
願
し
た
が
拒
否
さ
れ
た
。

(c) 

明
治
四
年
に
宮
津
近
辺
の
漁
民
が
連
合
し
て
魚
問
屋
に
対
抗
し
て
「
自
主
販
売
」
を
強
行
し
た
。

(d) 

明
治
五
年
l
十
五
年
頃
に
か
け
て
魚
問
屋
側
と
漁
民
の
自
主
的
共
同
版
売
側
と
は
数
回
に
わ
た
り
妥
協
、
決
裂
を
く
り
か
え
し
た

が
、
資
本
力
の
弱
い
漁
民
側
は
し
ば
し
ば
版
売
実
権
を
魚
問
屋
側
に
奪
わ
れ
た
。

(e) 

明
治
十
七
年
に
漁
民
の
大
同
団
結
に
よ
っ
て
「
共
立
魚
会
社
」
を
設
立
し
、
漁
民
的
販
売
体
制
が
か
な
り
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
。

(f) 

明
治
十
八
年
l
明
治
二
十
三
年
に
豆
つ
て
は
魚
問
屋
側
と
共
立
魚
会
社
側
と
が
販
売
権
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
競
争
し
た
。

(g) 

明
治
二
十
四
年
、
共
立
魚
会
社
は
更
に
資
本
、
組
織
を
拡
充
強
化
し
て
「
海
産
物
合
資
会
社
」
を
設
立
し
、
略
、
販
売
の
実
権
を

獲
得
し
た
。



仏
山

明
治
三
四
年
舞
鶴
鎮
守
府
の
開
庁
、
三
十
七
年
に
福
知
山
l
舞
鶴
聞
の
鉄
道
開
通
、
三
十
八
年
に
山
陰
線
沿
線
各
地
、
京
阪
神
地

区
に
市
場
を
拡
大
し
、
各
地
に
販
売
所
を
設
置
し
、
舞
鶴
、
宮
津
よ
り
転
送
販
売
を
行
な
っ
た
。
問
屋
側
も
勢
力
を
復
活
し
、
販

売
競
争
は
再
び
激
化
し
た
。

)
 

-
1
 

(
 

大
正
十
年
頃
ま
で
問
屋
側
と
漁
民
側
は
対
立
抗
争
を
く
り
か
え
し
た
。

)
 

-
唱
E
d

(
 

大
正
十
年
水
産
会
法
が
公
布
さ
れ
、
漁
民
の
団
結
は
法
の
被
護
の
下
に
更
に
強
化
さ
れ
て
、
舞
鶴
、
宮
津
、
間
人
、
久
美
浜
、
福

知
山
、
京
都
、
御
牧
に
水
産
会
が
設
立
さ
れ
た
。
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昭
和
九
年
に
京
都
府
水
産
会
が
成
立
し
(
現
在
の
府
漁
連
の
事
実
上
の
前
身
)
魚
問
屋
を
完
全
吸
収
し
、
水
産
会
に
よ
る
共
販
体

制
が
成
立
し
た
。

以
来
、
法
の
改
正
に
よ
っ
て
表
面
的
形
態
に
は
若
干
の
変
動
が
あ
っ
た
が
共
販
体
制
は
強
化
拡
充
し
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

以
上
略
述
し
た
よ
う
に
京
都
に
お
け
る
共
販
体
制
は
太
平
洋
戦
争
後
、
本
邦
各
地
に
新
漁
業
法
の
趣
旨
に
則
っ
て
成
立
し
た
共
康
体
制

)
 

''i 
(
 

と
は
成
立
の
歴
史
的
経
過
が
臭
っ
て
明
治
初
年
以
来
、
商
業
資
本
と
戦
っ
た
漁
民
的
販
売
体
制
の
勝
利
の
結
果
で
あ
る
。

こ
の
様
に
府
漁
連
に
よ
る
共
販
体
制
は
確
立
し
て
い
る
が
属
地
水
揚
量
が
最
近
で
は
一
万
二
千
ト
ン
内
外
を
上
下
し
て
い
て
、
京
、
阪

神
地
区
に
近
接
し
て
市
場
条
件
は
極
め
て
恵
ま
れ
て
い
な
が
ら
産
地
市
場
と
し
て
の
拡
大
化
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
そ
の
た
め
、
他

府
県
よ
り
集
荷
し
て
、
地
元
水
揚
物
に
追
加
し
て
消
費
地
に
供
給
し
て
い
る
。
他
府
県
よ
り
搬
入
の
水
産
物
を
「
レ

l
ル
物
」
と
呼
ん
で

い
る
。舞

鶴
、
宮
津
に
お
け
る
レ

l
ル
物
の
増
加
の
状
況
を
表
化
す
る
と
第
四
表
の
様
に
な
る
。

表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
昭
和
三
五
年
か
ら
レ
ー
ル
物
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
。
最
近
に
い
た
っ
て
は
取
扱
総
量
の
三

O
%近
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く
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
表
も
三
四
年
度

0
・
五
%
が
三
五
年
度
に
一
挙
に
一
八
%
に
飛
躍
し
て
い
る
所
に
問
題
点
が
あ
り
、
実
数

も
三

O
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
情
は
三
四
年
以
前
は
レ

l
ル
物
は
旧
魚
問
屋
系
の
舞
鶴
水
産
仲
買
組
合
の
商
人
に
よ
っ
て
府
漁
連
と

は
別
個
の
系
統
で
取
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
が
三
五
年
度
よ
り
レ

l
ル
物
の
集
荷
、
販
売
も
府
漁
連
の
手
に
吸
収
統
合
せ
ら
れ
た
結
果
上
記

の
様
な
数
字
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
吸
収
統
合
の
の
ち
三
六
年
六
月
に
仲
買
組
合
か
ら
府
漁
連
に
取
引
条
件
に
つ
い
て
の
要
求
が
出
さ
れ

紛
争
が
生
じ
た
が
三
七
年
六
月
に
妥
協
成
立
し
、
文
字
通
り
、

レ
ー
ル
物
に
い
た
る
ま
で
の
一
切
の
共
販
体
制
が
完
成
し
た
。

眼
路
は
地
元
売
り
九
二
%
l
九
七
%
で
、
府
県
出
荷
は
僅
か
に
一
二
%
l
八
%
の
聞
を
上
下
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
地
元
売
り
の
形
態

は
「
加
工
」
「
庖
舗
売
り
」
「
行
商
」
が
主
で
、
京
都
中
央
卸
売
市
場
出
荷
は
同
市
場
取
扱
総
量
の
二
・
八
泌
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な

ぃ
。
地
元
売
り
の
実
情
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
京
都
府
に
お
け
る
共
販
体
制
の
成
立
と
産
地
流
通
の
概
要
を
の
べ
る
に

と
ど
め
る
。

4 

長
門
浦
に
お
け
る
水
産
物
の
流
通



京
都
に
お
い
て
は
共
販
体
制
の
成
立
と
拠
点
産
地
市
場
へ
の
集
荷
が
徹
底
的
に
施
行
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
と
全
く
逆
の
産
地

市
場
の
成
立
を
示
し
て
い
る
の
が
山
口
県
日
本
海
側
の
地
域
で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
が
小
な
り
と
睡
も
い
、
ず
れ
も
産
地
市

先
ず
漁
協
の
合
併
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
倭
少
な
水
揚
げ
を
示
す
漁
協
が
乱
立
し
、

場
を
形
成
し
て
い
る
o

第
四
図
は
そ
の
実
情
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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O漁港
.漁港にして生産地市場
数字は100t単位

一
見
し
て
極
め
て
奇
異
な
印
象
を
う
け
る
。
年
間
属
地
水
揚
百

ト
ン
級
の
零
細
な
漁
村
市
場
が
目
白
お
し
に
乱
立
し
て
い
る
。
県

漁
政
指
導
に
よ
る
漁
協
合
併
に
よ
る
中
核
市
場
の
育
成
に
対
し
て

山口県北浦の漁港と産地市場

も
同
調
の
歩
み
を
見
せ
な
い
。
零
細
漁
村
市
場
を
漁
民
は
単
協
毎

に
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
が
昭
和
四
十
四
年
各
産
地
市
場
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
す
な
わ
ち
単
協
が
小
規
模
な
が
ら
何
故
に
個
々
に
市
場
形
成

を
な
し
、
合
併
し
て
拠
点
市
場
を
育
成
し
な
い
の
か
の
聞
い
に
対

し
て
、
次
の
回
答
が
あ
っ
た
。

第 4図

a 

下
関
、
北
九
州
、
瀬
戸
内
の
消
費
地
に
鮮
魚
の
行
商
を
主

と
し
て
実
施
し
て
い
る
の
で
、

一
刻
も
早
く
販
売
す
る
た

め
、
自
港
に
水
揚
げ
し
た
も
の
を
直
ち
に
住
入
れ
を
し

て
、
早
朝
の
下
関
行
き
の
列
車
に
の
る
た
め
に
は
、
単
協
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独
自
の
市
場
形
成
が
理
想
で
、
隣
接
漁
協
と
合
併
し
な
い
方
が
よ
い
。

b 

単
協
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
魚
種
を
行
商
し
、
販
売
先
き
も
略
一
定
し
て
い
る
の
で
条
件
の
異
な
る
他
の
漁
協
と
の
合
併
は
不
利
で

あ
る
。

C 

あ
る
特
定
の
漁
協
市
場
は
下
関
の
大
手
企
業
体
(
例
え
ば
大
洋
漁
業
と
か
日
水
、
日
魯
と
か
)
と
契
約
し
、
特
定
銘
柄
の
鮮
魚
納

入
を
し
て
い
る
の
も
あ
り
、
資
本
系
列
の
異
な
っ
た
漁
協
が
隣
接
し
て
い
る
事
が
あ
る
の
で
合
併
出
来
な
い
事
が
あ
る
o

d 

最
近
養
殖
漁
業
の
発
展
の
結
果
、
大
手
会
社
が
単
協
に
資
金
を
投
入
し
、
養
殖
、
蓄
養
、
活
魚
輸
送
、
観
光
漁
業
等
の
沿
岸
漁
業

の
多
様
化
を
は
か
つ
て
い
る
の
で
、
単
協
が
必
ら
ず
し
も
漁
民
の
自
主
的
経
営
が
行
な
い
得
な
い
事
情
も
あ
る
o

生
産
、
流
通
部
門
に
お
い
て
企
業
資
本
の
進
出
が
漁
村
市
場
を
支
配
し
か
け
て
い
る
事
は
注
目
を
要
す
る
。

現
象
面
か
ら
見
る
と
長
門
北
浦
の
行
商
は
極
め
て
活
発
で
早
朝
の
下
関
行
き
の
列
車
は
婦
人
行
商
人
に
よ
っ
て
賑
っ
て
い
る
o

下
関
地

区
の
消
費
者
は
「
北
浦
の
カ
ン
カ
ン
部
隊
」
と
呼
ん
で
い
る
o

下
関
に
は
鮮
魚
専
門
の
公
設
市
場
「
唐
戸
市
場
」
の
他
に
自
然
発
生
的
な

青
空
市
場
(
野
市
)
が
二
箇
所
に
毎
朝
成
立
し
て
い
る
。
「
駅
前
市
場
」
「
長
門
市
場
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
下
関
駅
前
専
門
大
庖
路

上
、
後
者
は
山
陰
本
線
下
関
駅
北
部
ガ
l
ド
東
側
で
、
後
者
の
方
が
大
規
模
で
あ
る
o

日
に
よ
っ
て
行
商
人
の
出
働
者
に
差
が
る
る
が
下

関
に
て
の
行
商
者
は
二
五

0
1
三
O
O人
で
あ
る
。
下
関
以
外
に
行
商
す
る
人
数
は
一
五

O
人
位
で
そ
の
出
身
漁
港
及
び
主
要
行
商
人
は

第
五
図
の
如
く
で
あ
る
。
九
州
で
は
東
は
行
橋
、
西
は
直
方
、
飯
塚
ま
で
進
出
し
て
い
る
o

行
商
の
比
重
の
大
な
黄
波
戸
の
例
で
み
る
と
昭
和
四
四
年
度
出
荷
金
額
は
一
億
四
千
万
円
で
、
出
荷
業
者
一

O
人
で
一
億
一
千
万
円
取

扱
い
、
加
工
向
け
三

O
O万
円
、
行
商
額
は
千
六
百
万
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
黄
波
戸
に
お
け
る
仲
買
人
は
地
元
民
で
な
く
、
下
関
の

仲
買
人
四
名
、
北
九
州
の
仲
買
人
二
名
の
六
名
で
、
水
揚
の
八

O
Mは
こ
の
六
名
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
o
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。
口
主
要
行
商
先

@
行
商
人
一

O
名

・
一
名

/、-

第5図 長門地方の水産物行商人の進出地(下関朝市の出荷者を除く)
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行
商
専
業
者
二
三
名
中
、

六
名
は
男
子
で
専
ら
自
動
車
に
よ
る

「
朝
市
出
荷
型
」

の
行
商
を
な
し
、

下
関
の
唐
戸
市
場
と
九
州
の
小

倉
、
行
橋
、
中
津
、
戸
畑
に
集
中
的
に
販
売
す
る
。
女
子
は
下
関
の
野
市
で
の
販
売
の
他
は
特
定
の
得
意
先
に
納
入
す
る
。
副
業
的
な
行

商
人
も
多
数
不
定
期
行
商
に
従
事
す
る
事
が
あ
る
が
そ
の
取
引
額
は
把
握
し
難
い
。

下
関
に
お
け
る
水
産
物
の
流
通
は
大
は
「
下
関
中
央
卸
売
市
場
」
か
ら
小
は
消
費
者
宅
訪
問
の
行
商
に
い
た
る
ま
で
各
段
階
の
流
通
形

態
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
存
在
の
意
義
を
有
し
て
い
る
。
以
西
底
曳
を
中
心
と
す
る
企
業
的
大
規
模
漁
業
は
当
然
「
下
関
中
央
卸
売

市
場
」
に
水
揚
げ
し
、
鮮
魚
、
特
に
相
当
量
集
荷
さ
れ
た
高
級
魚
は
「
唐
戸
市
場
」
に
仲
買
人
に
よ
っ
て
出
荷
さ
れ
、
行
商
に
よ
る
野
市

で
の
「
相
対
取
引
」
及
び
振
り
売
り
が
行
商
人
の
活
動
分
野
で
あ
る
。
取
扱
金
額
か
ら
見
れ
ば
行
商
販
売
額
は
出
荷
業
者
の
取
扱
額
の
二

O
M以
下
に
と
ど
ま
る
が
、
大
消
費
地
を
控
え
た
長
門
北
浦
は
産
地
漁
村
市
場
と
し
て
他
の
地
区
に
見
ら
れ
な
い
強
固
な
行
商
形
態
を
今

後
も
尚
維
持
し
得
る
事
と
思
わ
れ
る
。

帥

あ
と
が
き

水
産
物
流
通
の
基
本
的
な
形
態
(
す
な
わ
ち
、
漁
場
、
水
揚
地
、
産
地
市
場
、
流
通
経
路
、
消
費
市
場
の
有
機
的
結
合
)
が
現
在
は
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
流
通
資
本
の
担
い
手
も
且
つ
て
の
仲
買
人
を
中
心
と
し
た
形
態
か
ら
既
に
脱
皮
し
、
漁
連
や
巨
大
資
本
が
綜
合
食

品
卸
売
機
関
を
把
握
し
つ
つ
あ
る
o

従
っ
て
、
事
、
産
地
市
場
、
消
費
地
市
場
の
分
布
、
性
格
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
複
雑
な
条

件
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
史
的
背
景
の
上
に
立
っ
て
山
陰
地
方
の
若
干
の
地
域
(
離
島
の
隠
岐
、
京
都
府
沿
海
、

山
口
県
長
門
北
浦
)

の
産
地
市
場
を
中
心
と
し
た
流
通
性
格
を
み
る
と
概
ね
次
の
様
な
事
実
が
把
握
出
来
る
。

1 

漁
港
の
概
念
を
不
明
確
の
ま
ま
水
産
物
の
水
揚
げ
、
流
通
を
論
じ
て
も
実
態
は
把
握
出
来
な
い
。
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2 

漁
港
、
水
揚
地
、
産
地
市
場
の
機
能
分
化
さ
れ
た
漁
業
地
域
(
環
落
)
は
各
地
方
に
相
当
存
在
す
る
。

3 

産
地
市
場
は
集
荷
、
価
格
形
成
が
行
な
わ
れ
、
卸
業
務
の
行
な
わ
れ
る
地
点
で
あ
る
。
水
産
物
は
現
在
は
商
品
生
産
で
あ
る
か

ら
、
産
地
市
場
の
分
布
と
性
格
を
検
討
し
な
け
れ
ば
漁
業
地
域
の
経
済
的
性
格
は
把
握
出
来
な
い
。

4 

山
陰
地
方
に
お
い
て
漁
港
、
水
揚
地
、
産
地
市
場
の
関
係
が
著
る
し
く
特
異
な
関
係
を
示
し
て
い
る
の
は
京
都
府
沿
海
、

隠

岐

島
、
山
口
県
日
本
海
沿
岸
地
域
で
あ
る
。

5 

京
都
府
で
は
漁
協
に
よ
る
共
同
販
売
体
制
が
徹
底
し
て
、
丹
後
半
島
東
岸
で
は
漁
港
と
産
地
市
場
は
分
化
し
て
、
宮
津
、
舞
鶴
に

産
地
市
場
が
形
成
さ
れ
、
他
の
漁
港
は
市
場
機
能
を
持
た
な
い
。

6 

隠
岐
島
に
は
多
数
の
漁
港
が
存
在
す
る
が
産
地
市
場
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
荷
捌
所
も
持
た
な
い
漁
港
も
多
数
存
在
す

る
。
従
っ
て
水
揚
げ
の
な
い
漁
港
も
多
数
存
在
す
る
。

7 

山
口
県
日
本
海
側
の
沿
岸
漁
村
は
水
揚
げ
は
零
細
で
も
殆
ん
ど
産
地
市
場
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
産
地
市
場
形

成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
い
ま
だ
筆
者
に
は
論
理
的
に
把
握
出
来
な
い
が
下
関
、
瀬
戸
内
、
北
九
州
の
消
費
地
域
と
の
聞
に
鮮
魚
の
需

給
関
係
が
行
商
を
通
じ
て
密
接
に
結
ば
れ
、
且
つ
企
業
資
本
が
沿
岸
漁
村
の
生
産
、
加
工
、
流
通
面
ま
で
進
出
し
て
い
る
事
も
要

因
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

8 

人
口
集
積
地
域
に
お
け
る
水
産
物
の
需
要
の
増
大
に
伴
っ
て
消
費
地
水
産
物
の
流
通
形
態
は
従
来
の
流
通
機
関
の
み
に
お
い
て
は

不
可
能
に
な
り
、
産
地
市
場
と
消
費
地
流
通
業
者
の
聞
に
多
様
な
取
引
関
係
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
大
都
市
近
郊
の
水
産
物

集
配
セ
ン
タ
ー
、
綜
合
食
品
卸
売
市
場
の
成
立
は
特
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
に
い
た
っ
た
o
-

9 

産
地
市
場
は
最
近
に
お
け
る
冷
凍
、
冷
蔵
施
設
の
発
達
、
輸
送
に
お
け
る
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
進
展
に
伴
っ
て
既
設
の
市
場
、
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新
期
設
立
の
市
場
内
に
競
合
関
係
が
行
な
わ
れ
、
遠
隔
地
に
お
け
る
大
型
産
地
市
場
の
成
立
を
可
能
に
し
た
の
で
今
後
は
漁
港
、

水
揚
地
、
産
地
市
場
の
性
格
の
変
化
を
招
き
益
々
水
揚
魚
の
集
積
化
、
多
様
化
を
す
す
め
る
と
思
わ
れ
る
。

10 

昭
和
四
十
四
年
以
降
の
水
産
統
計
に
は
属
人
、
属
地
の
別
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
が
、
従
前
の
統
計
に
は
時
代
に
よ
っ
て
属
地

統
計
の
み
の
も
の
と
属
人
統
計
の
み
の
も
の
と
が
存
在
す
る
の
で
資
料
検
討
の
不
充
分
な
た
め
、
誤
っ
た
解
釈
の
記
録
(
研
究
論

文
等
)
が
す
く
な
し
と
し
な
い
の
で
本
文
に
お
い
て
は
先
学
の
論
文
の
引
用
は
さ
け
た
。

(
終
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